











































































たらした外的な要因として、第 1 節では専門職化を、第 2 節では国教体制
の転換にともなう教区の変容を取り上げて論じる。さらに第 3 節では、教
区聖職者と老人との関係を規定した内的な要素として、ジェンダーを分析





































実際に聖職者の総数は、1841 年の 14,613 名から 1861 年の 19,336 名へと増
加している 14）。ただし、従来のように、いわゆるオクス・ブリッジの両







　1862 年には、新たに聖職者として任命された者の 3 人に 1 人が、非大
学卒業者であった 16）。これらの非大学卒業者に対して聖職者になるため
の専門教育を提供した機関のひとつに、カンブリア州に設立されたセン
ト・ビーズ神学校がある。1848 年から 1850 年、1859 から 1860 年、1868
年から 1869 年の各時期にこの学校に在籍した学生の親の職業のリストが





り、その数は 67 名（59％）にのぼった。さらに、1 名の学生の親は労働
者（レイバラ）であり、残りの 8 名については、親の職業が記されていな
い。下層中産階級の出身者が占める割合は、1859 年から 1860 年にかけて
は 53％、1868 年から 1869 年までは 51％と、僅かに減少するが、それで
も半数以上を占め続けている。労働者の親を持つ学生の数は、1859 年か
32




























































































































































































































品の製造業者に数年間雇用されたあと、1850 年に 27 歳でダラム大学に入








































































　本節では 1830 年代から 1880 年代の期間に教区で実際に活動した聖職者
3 名の日記に言及するが、主な考察の対象とするのは、イースト・サセッ
クス文書館に所蔵されているジョン・コウカ・エジャトンの日記である。
















年齢 男性 女性 合計 %
0-59歳 1,041 997 2,038 91.3
60-69歳 60 54 114 5.1
70-79歳 33 33 66 3.0
80歳以上 8 6 14 0.6
合計 1,142 1,090 2,232
出典:	18	Apr.	1871,	Sussex Advertiser.
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　考察の対象をエジャトンの日記に戻すと、彼は、1862 年から約 5 年間
のロンドンの教区における勤務を経て、1867 年 3 月にバーウォッシュ教
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きるのは、22 歳から 45 歳までの心身共に健康な国教会の信者で、聖書の知
識 に 精 通 し て い る 者 で あ る と さ れ た。Donald	M.	Lewis,	Lighten their 
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posed	a	 challenge	 to	 the	 traditional	 right	 of	 those	 too	 old	 to	work	 to	






came	 to	be	 seen	as	a	particular	group	 in	need	of	 support	against	 the	
background	of	larger	historical	changes	such	as	professionalisation	and	the	
change	in	the	Church-State	relationship.	It	also	discusses	the	influence	of	
gender	in	the	attitudes	of	clergymen	towards	old	people.
After	the	late	1820s,	professionalisation	had	the	effect	of	reinforcing	a	
new	emphasis	on	the	more	specifically	religious	aspects	of	the	clerical	role.	
However,	the	separation	of	the	‘Church	and	State’	brought	about	a	change	
in	the	kind	of	social	role	expected	of	a	clergyman	 in	the	parish:	he	was	
valued	for	his	part	 in	promoting	social	welfare,	 including	the	care	of	old	
people.	However,	clergymen	faced	a	threat	to	their	professional	status	by	
getting	involved	in	this	kind	of	work,	as	it	became	increasingly	categorized	
as	‘women’s	work’	in	the	nineteenth	century.	As	a	result,	some	clergymen	
attempted	to	assert	masculinity,	emphasizing	the	division	of	roles	between	
male	professional	attendance	and	female	voluntary	care	for	old	people.
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